
学 校 評 価 報 告 
令和 4 年度における「学校評価」の実施内容を以下の通り報告いたします。 

令和 4 年度 自己評価・学校関係者評価報告書 
                          

                          学校法人 江戸川富士学園 浅間幼稚園 

                           

                                                    

1. 本園の教育目標  

     ・子ども達同士の人間関係を大切にする保育 

     ・けじめのある保育 

２. 本年度重点的に取り組む目標・計画 

     ・文字に多くの子が興味を持てるよう、あそびを通して保育する。 

     ・コロナ禍ではありますが、感染対策をおこないつつ教育目標に沿った行事をおこなう。  

3. 評価項目の達成及び取り組み状況 

 評価項目 評価 取り組み状況 

1 
教育目標に基づき指導計画を作

成し、幼児保育を行います。 
4．1

コロナ禍に於いて変更もありましたが、指導計画が

幼児の指導に役立ち、幼児の成長に貢献しているこ

とを確かめました。 

2 
幼児、教職員の安全確保のため

防災・防犯訓練を実施します。 
3．8

防災、防犯訓練を実施し、訓練後、緊急事態発生時

における幼児・教職員の安全確保のための課題につ

いて話し合いました。 

3 

園内研修の実施、園外研修の参

加を通じて教職員の資質の向上

に努めます。 

4．1

コロナ禍ではあったが、江私幼主催の研修会に参加

したほか、園内研修を行い幼児教育の質の向上に努

めることができていた。 

4 

保護者・地域との連携・協力に

より、保育内容の充実を図りま

す。 

4．4

コロナ禍に於いて一定の制約はありましたが、職場

体験の受け入れなどを通し、保育内容を充実させる

ことができました。 

5 

保護者の要望に沿った預かり保

育、地域の子育て世代を支援す

る地域教育事業を実施します。 

4．5

預かり保育は年間を通して実施していました。地域

教育事業（地域の子どもの幼稚園活動体験）も実施

することができました。 

評価（5：十分に達成  4：達成  3：おおむね達成  2：要努力  1：改善を要する） 

4. 総合的な評価結果 

評価 理 由 

4．2 

今年度もコロナ禍であり、様々な制約がありましたが、文字あそびを通した保育、感染対

策に配慮しながらの鼓笛指導、運動会を全学年で開催するなど本園の教育目標を達成する

ために必要な保育を概ねおこなうことができました。学校評価（保護者代表を含む）も本

園のコロナ禍における保育方法が理解され、好意的な意見が大半でした。次年度も教育目

標実現のため、引き続き保育内容の向上に取り組みます。 

評価（5：十分に達成  4：達成  3：おおむね達成  2：要努力  1：改善を要する） 

5. 今後取り組む課題   

 課 題 具体的な取り組み方法 

1 指導計画 
今年度はコロナによる制約が多かったが、次年度は少しずつコロナ収束を見

据えた保育内容や行事を計画していく。 

2 防災、防犯訓練 
コロナ禍のため全教職員が参加しての訓練が難しかったが、次年度は様々な

場面を想定した訓練を全教職員で実施する。 

 

 

6.学校関係者評価委員会の評価 

  子ども達同士の人間関係を大切にする保育、けじめのある保育という教育目標の達成に向けて、

園児の成長を考えながら園児一人ひとりに応じた、楽しい園生活にするよう努力をしていたと思

います。今後ともより充実した保育を期待しています。 


